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データ解析には、統計ソフト SPSS for windows 11.0Jを使用した。各質問項目に対する回答を
集計し、地域との関連性、それぞれの質問項目間の関連性にはχ２検定を用いた。
表１ 基本属性
村上・富田・木下：中高生およびその家族における郷土料理の伝承意識 －福井県福井市と大野市を比較して－ ３２１
結果および考察
１．基本属性
主な調理担当者は、「妻」（すなわち生徒の母にあたる）の割合が福井市７５．４％、大野市７４．２％
と両市とも高いが、大野市では、「祖母」の割合が２．８％と福井市の０．８％より高かった（表１－
ａ）。調理担当者の年代は、「４０代」では福井市が多く、「３０代」、「５０代」および「その他」では
大野市の方が割合かった（表１－ｂ）。家族の食事形態は、地域による関連性が有意であり、大
野市では２世帯以上が多く、食事も一緒にとっている家庭の方が多かった（表１－ｃ）。図表に
は示していないが、家族構成については、義母がいる家庭の割合は、福井市で２４．９％、大野市で
３２．１％と大野市の方が高かった。
２．郷土料理を誰にならったか
調理担当者は、郷土料理を「母」に習っている割合が高く福井市では５２．５％、大野市では４７．６
％であった（表２－ａ）。次いで多いのは、大野市では「義母」１４．０％、福井市では「祖母」１０．０
％となっていた。これは、大野市で義母の同居が多かったためと考えられる。「特に習っていな
い」のは、福井市では２７．５％、大野市では２６．７％であった。ただし、「特に習っていない」と回
答した者の中にも、郷土料理を「作ることができる」と回答した者も含まれており、食べた経験
から調理している者や、見よう見まねで調理している者も存在していると考えられる。
表２ 郷土料理を誰に習いましたか
福井大学教育地域科学部紀要（応用科学 家政学編），２，２０１１３２２
生徒は、郷土料理を「特に習っていない」割合は、福井市では６９．１．％、大野市では６２．７％と
福井市の方が高かった（表２－ｂ）。習っているのは「母」、ついで「祖母」、「学校の先生」であ
った。大野市では、「祖母」、「学校の先生」から習っている割合が、福井市より高かった。大野
市では、「義母」（つまり、生徒の祖母にあたる）がいる家庭の割合が高かったことが影響し、ま
た、学校で郷土料理を取り上げていることが推察される。
３．郷土料理の調理能力および調理頻度
図表には示していないが、調理担当者が、郷土料理を一人でつくることが「できる」と「だい
たいできる」と回答した割合の合計は、福井市では６２．１％、大野市では７１．７％「教えてくれた人
と一緒ならできる」「できない」と回答した割合の合計は、福井市では３７．９％、大野市では２８．３
％と、大野市の方が調理能力が高く、地域による関連性は有意であった（ｐ＜０．０５）。
表３ 家族の食事形態と郷土料理の伝承意識との関連性（調理担当者）
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生徒が、郷土料理を一人でつくることが「できる」と「だいたいできる」と回答した割合の合
計は、福井市では８．５％、大野市では９．９％「教えてくれた人と一緒ならできる」と「できない」
と回答した割合の合計は、福井市では９１．５％、大野市では９０．１％と、数値はわずかであるが大野
市の方が調理能力が高く、地域による関連性は有意であった（ｐ＜０．０５）。
また郷土料理の調理頻度は、福井市では高い順に「年に数回」３９．４％、「月に数回」２２．２％、「作
らない」１８．１％、「週に数回」８．８％、「行事のときだけ」９．０％、「毎日のよう｝２．５％であった。
大野市では高い順に、「年に数回」３３．２％、「月に数回」３１．５％、「週に数回」１６．２％、「作らない」
１１．７％、「行事のときだけ」４．１％、「毎日のよう」３．３％であった。大野市では、行事のときにだ
けでなく、日常食として郷土料理を調理している割合が高く、地域による関連性は有意であった
（ｐ＜０．０１）。
調理頻度と、「義母」がいることとは、福井市では関連性がみられなかったが、大野市では有
意な関連性がみられた（ｐ＜０．０５）。
西澤ら７）の報告では、大分県の小学５年生の郷土料理の認知度において、市販品で存在する
ものや、給食でだされる郷土料理については、核家族と拡大家族との有意差みられなかったが、
それ以外の郷土料理については、拡大家族の方が有意に認知度が高く、それは「祖母」によって
作られていると推測している。
本研究とは、調査対象者年齢が異なっているが、生徒が郷土料理を認知し、食経験をもつこと
と、家族構成、特に生徒にとっての祖母の存在とは関連があるといえる。
４．家族の食事形態と郷土料理の伝承意識との関連性
家族の食事形態と郷土料理の伝承意識との関連性には、両市とも傾向はみられたが有意ではな
かった（表３）。従って、１世帯であるから伝承意識が低い、あるいは、２世帯以上で食事も一
緒にとっているからといって、必ずしも郷土料理の伝承意識が高いとはいえなかった。これは、
家庭内での世代間の伝承が、あまりうまくいっていないことを示唆している。
また、家庭構成に義母がいることと郷土料理の伝承意識には、有意な関連性はみられなかった。
５．調理担当者の年代と郷土料理の伝承意識との関連性
図表には示していないが、調理担当者の年代と郷土料理の伝承意識には、両市とも有意な関連
性はみられなかった。
６．郷土料理の調理能力と伝承意識との関連性
調理担当者および生徒において、郷土料理の調理能力と伝承意識とは、有意な関連性がみられ
た（表４）。
調理担当者は、郷土料理を一人でつくることが「できる」と回答した者は、郷土料理をこれか
福井大学教育地域科学部紀要（応用科学 家政学編），２，２０１１３２４
ら教えようと「そう思う」割合が、福井市では５７．１％、大野市では５９．２％と高かった（表４）。「だ
いたいできる」「教えてくれた人と一緒ならできる」と回答した者は、郷土料理を教えようと「や
や思う」の割合が、福井市では５１．９％と５１．８％、大野市では４９．５％と５２．５％と高かった。「でき
ない」と回答した者は、郷土料理を教えようと「あまり思わない」の割合が、福井市では６０．８％、
大野市では５７．７％と高かった。
生徒は、郷土料理を一人でつくることが「できる」と回答した者は、郷土料理を将来教えよう
と「そう思う」割合が、福井市では５７．１％、大野市では５５．６％と高かった（表５）。「だいたいで
きる」「教えてくれた人と一緒ならできる」と回答した者は、郷土料理を将来教えようと「やや
思う」の割合が、福井市では４０．０％と５１．８％、大野市では４８．４％と４４．２％と高かった。「できな
い」と回答した者は、郷土料理を将来教えようと「あまり思わない」の割合が、福井市では３９．９
％、大野市では３９．６％と高かった。
郷土料理を教えるためには、「一人で作ることができる」ことが必要であるが、「郷土料理を一
人でつくることができる」ことが、伝承意識を高くしているともいえる。あるいは、伝承意識が
表４ 郷土料理の調理能力と伝承意識との関連性（調理担当者）
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高いため、「一人でつくることができる」ようになったのであろう。伝承意識を高めるためには、
郷土料理の調理能力が重要な要因であることが明らかになった。
７．郷土料理を教えるあるいは教えない理由
調理担当者が、子どもに郷土料理を教える理由としては、「伝統として伝えたい」、「自分の味
を受け継いで欲しい」「作るときに手伝ってもらえる」の割合が高く、教えない理由としては、「子
どもが興味を持たない」、「自分自身作ることができない」、「教える時間がない」の割合が高かっ
た（図１）。
調理担当者の自由記述の中には、教える理由として、「おいしいから」、「健康にいいから」、「自
然のものを使い、無添加だから」、「季節感を大事にしてほしい」、「旬の野菜をおいしく、いろん
な味付けで食べることを覚えてほしい」、「冠婚葬祭で自ら作ったり近所・親戚の人と作ることに
より親睦の輪が広がり楽しい」などがあった。教えない理由として、「好きなものじゃない」、「夫
も子どもも郷土料理が嫌いだから」、「食べたことがない」、「子どもが男だから」、「子どもが娘だ
表５ 郷土料理の調理能力と伝承意識との関連性（生徒）
福井大学教育地域科学部紀要（応用科学 家政学編），２，２０１１３２６
から嫁ぎ先の味を覚えるべき」、「郷土料理より塩分・糖分控えめな料理を覚えてほしい」などで
あった。その他、「いずれは自分で作ると思うから」、「成人になってから教えたい」、「子どもが
興味を持ったときに教えたい」、「子どもが作りたいと思ったら聞いてくるを思うから」、「本人が
必要になったら教える」など、教える機会を待っているという意見もあった。
図１ 子どもに郷土料理を教える・教えない理由（調理担当者）
図２ 将来、子どもに郷土料理を教える・教えない理由（生徒）
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生徒が、将来子供に郷土料理を教える理由として、「伝統として伝えたい」、「おいしい」の割
合が高く、大野市では「地域でとれたものを使っている」の割合も高かった。教えない理由とし
ては、「自分自身作ることができない」、「作れなくてもよい」の割合が高かった。
８．今後の郷土料理の伝承について
生徒が郷土料理を「特に習っていない」割合は、福井市では６９．１％、大野市では６２．７％と高く
（表２－ｂ）、習う機会が少ないことが推察された。
また、生徒においては、郷土料理を将来教えようと「全く思わない」割合は、福井市では２１．６
％、大野市では１５．３％であり（表５）、調理担当者における、郷土料理をこれから教えようと「全
く思わない」割合、福井２．８％、大野市での３．３％（表４）よりかなり高い。さらに、生徒が将来、
子どもに郷土料理を教えない理由として約１５％が「作れなくてもよい」と回答し（図２）、調理
担当者の約５％以下の回答（図１）と比べても、中高生の伝承意識はかなり低く、今後の郷土料
理の伝承の観点からは問題である。
鈴木ら８）の報告によると、奈良県における郷土料理の伝承意識は、地域住民の１１％で「伝え
るつもりはない」、高校生で９．３％で「伝承したくない」であった。本研究での対象者と比較する
と、調理担当者の伝承意識は福井市、大野市の両市とも高いが、中高生の伝承意識は両市ともか
なり低いことがわかった
石川ら９）の報告では、調査対象者が富山県の大学生であるので一概に比較できないが、「郷土
料理は伝えて行くべき」と回答した男子約９０％、女子約９７％と高く、その理由としては「食文化
を守ることは大切」と考えており、やはり、本調査における中高生の伝承意識はかなり低いとい
える。同様に、立松１０）の報告では、調査対象者が大分県の小学５年生であるが、「郷土料理は伝
えて行くべきだと全く思わない」が５％であり、これと比較しても本調査の中高生の伝承意識は
低い。
本調査において、調理担当者が子どもに教えない理由に、子どもの興味のなさや、興味を持っ
たら教えるという姿勢がみられたが、現状では、郷土料理に興味を持っていない子どもはそのま
ま興味を持たない可能性もあり、待つだけではなくむしろ子どもに対する積極的な働きかけが必
要である。郷土料理の認知度を上げるためには、学校給食に伝統料理を取り入れることが有効で
あったとの報告がある７）、１０）。
さらに今後、郷土料理を伝承していくためには、生徒が「一人でつくることができる」ことが
重要であると考える。
西澤１１）の報告では、大分県の大学生の郷土料理に対する意識は、伝えていくべきだと「非常
に思う」５３％「思う」４２％、郷土料理を作れるようになりたいと「非常に思う」３１％、「思う」
５３％と伝承意識、調理意欲とも非常に高かった。また、「郷土料理は伝えていくべきと考え、自
分でも調理してみたいが作り方がわからない」と指摘している。これは、調査対象者が食物栄養
福井大学教育地域科学部紀要（応用科学 家政学編），２，２０１１３２８
を専攻している学生であったため、伝承意識、調理意欲とも非常に高かったと考えられるが、こ
れらをサポートするための郷土料理に関するの情報提供が不足していることを明らかにしている。
鈴木ら８）は、高校生の習得手段として、「料理の本」、「テレビ」、「料理学校・講習会」、「イン
ターネット」など自主学習が家庭と同程度の手段であることを指摘している。
以上より、家庭を中心に郷土料理を伝承していくこととに期待しすぎず、学校の給食あるいは
教材として取り上げることや、地域での講習会の開催、インターネットによるレシピ紹介などの
情報提供により、郷土料理を調理する機会を増やし、調理できるようになることが、伝統料理の
伝承には効果的であることが示唆された。
要 約
郷土料理の調理能力および伝承意識について、地域性とその特徴について考察し、伝承意識を
高める方策を明らかにすることを目的に、福井県福井市街地近郊および大野市街地近郊の２地域
の各中学校１校、高等学校１校、計４校において、生徒およびその家庭の調理担当者に対して、
郷土料理についてのアンケート調査を実施した。
その結果、主な調理担当者は、「妻」（すなわち生徒の母にあたる）が両市とも多いが、大野市
では、「祖母」の割合は福井市より高かった。
家族構成での調理担当者の義母の有無において、また、生徒および調理担当者の郷土料理の調
理能力において、地域による関連性がみられた。大野市では、生徒および調理担当者の郷土料理
の料理能力が高く、郷土料理は高い頻度で食べられていた。
両市に共通して、郷土料理の伝承意識には、家族の食事形態は関連せず、家庭内での世代間の
伝承は、あまりうまくいっていないことが示唆された。
また、郷土料理の伝承意識は、調理能力との関連性が高いことがわかった。しかし、調理担当
者の調理能力は、調理担当者の年代や家族構成とは関連性がみられなかった。
伝承料理を作れなくてもよいと考えている調理担当者は少ないが、生徒では多かった。 今後、
郷土料理を伝承していくためには、生徒が「一人でつくることができる」ことが重要であり、家
庭や学校、あるいは地域において郷土料理をつくる機会を増やすこと、そして、インターネット
によりるレシピ紹介など郷土料理に関する情報提供が効果的であることが示唆された。
本研究にご協力くださいました生徒とそのご家族の方々、および先生方に深謝申し上げます。
文 献
１）福井県、「健康長寿ふくいの食育活動マニュアル」、平成１７年１１月
２）小林一男、高岡喜代子、五十嵐智子、酒井登代子編（１９８７）、「日本の食生活全集１８聞き書福井の食事」社団
法人農山漁村文化協会、３５４‐３５５
村上・富田・木下：中高生およびその家族における郷土料理の伝承意識 －福井県福井市と大野市を比較して－ ３２９
３）内閣府「食育推進基本計画」、平成１８年３月
４）福井市「福井市食育推進計画」、平成２０年３月
５）大野市「越前おおの食育推進計画」、平成１９年３月
６）http://www.pref.fukui.jp/doc/toukei/kokusei/2010kokusei.html#sokuhougaiyou、２０１１年９月９日アクセス
７）西澤千惠子、中村佳織、高橋里枝（２００８）大分県における郷土料理の認知度－家族形態による違い－、別府
大学紀要、４９、１５７‐１６６
８）鈴木洋子、富岡典子（２００３）奈良県における地域の食文化伝承に関する考察、奈良教育大学教育学部附属教
育実践総合センター研究紀要、１２、５７‐６０
９）石川尚子、北村由紀子、加藤征江（２００３）、郷土料理に対する富山大学学生の意識調査、日本調理科学会誌、
３６（４）、４２１‐４３０
１０）立松洋子（２００８）大分県の小学校５年生の郷土料理に関する認知度・意識調査と食生活状況調査、別府大学
短期大学部紀要、２７、１３７‐１５７
１１）西澤千惠子（２００９）大分県の大学生の郷土料理に対する認知度と意識、別府大学紀要、５０、１９５‐２０５
福井大学教育地域科学部紀要（応用科学 家政学編），２，２０１１３３０
